
阿智村事務事業評価シート
担当者 建設農林課 管理建設係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額
国道153号改良促進期成同盟会負担金 5 西部地区国道153号改良促進期成同盟会負担金 30 国道256号改良促進期成同盟会負担金 200
天竜公園阿智線改良促進期成同盟会負担金 180 治水砂防協会負担金 164 土木技術センター組合負担金 14
県道路期成同盟会負担金 257 長野県用地対策連絡協議会負担金 4 県河川協会負担金 258
リニア中央エクスプレス同盟会負担金 10 三遠南信道路期成同盟会負担金 20 社会資本整備総合交付金急傾斜事業負担金 2,429

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 1,637 4,539 3,571 4,515 4,515

うち一般財源 1,637 4,539 3,571 4,515 4,515

うち補助金
うち個人負担

正規職員 3 3 3 3 3

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 地域の要望を早く実現できるよう効果のある活動を行う。

地域の要望を実現できるよう、広域的な連携をし効果のある活動が必要。

A

村負担が適切

地域住民の安全確保は図られている。産業・観光振興が図られる
かはこれからである

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

住民の安全確保と産業・観光振興のため妥当

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

共同で使用するもの等への負担なので妥当

４．自然と共生する、便利で安全安心な村／生活環境の整備／生活基盤の整備

A

予算を縮小する事は不可能

関係地域が一致して道路整備や要望活動を行っ
ている

判定理由

住民からの道路改良等に対する要望は高い

地域が一致して道路整備に取り組むので妥当

道路ネットワークの形成を図ることで、魅力ある地域づくりや地域間の観光・交流の推進が図れる。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

土木関係負担金（期成同盟会等）

総合計画での位置づけ

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 各関係機関への要望活動。

実績・効果

根拠法

各種団体及び期成同盟会

実施目的 広域的な交流や地域の連携を図り、地域社会経済の活力と安全・安心な暮らしを支える社会基盤整
備を推進する。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


